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AGEs測 定結 果 レポ ー ト

測定結果

測定日

年齢 歳

AF

健康ゾーン 注意ゾーン

【AGEs測定結果 レポー ト記入方法】 ①
① あなたの年齢と測定値を記入します。

②測定値に′を入れます。

③横軸が実年齢、縦軸が測定値を表してい
ます。あなたの現在地に●印を付けます。

④ 「健康な人の平均 (黒い太線 )」 の始点
から●印を通 り越 してグラフいっぱいま
で直線を引きます。
※この直線が老化のスピー ドを表 してい
ます。
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性別 男 性

あなたの は ?!
′

′ AF 糖化年齢 糖化年輪 ′ AF

1.0 7歳 1.7 36歳 2.4 65歳

1.1 11歳 1_8 40歳 2.s i zo*
1_2 15歳 1_9 44歳 2_6 74歳

1.3 19歳 2.0 48歳 2.7 78歳

1.4 24歳 2_1 52歳 2.8 82歳

1_5 28歳 57歳 2.9 86歳

1.6 32歳 ! 2.3 61歳 3.0 90歳
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◆ 終末糖化産物 AGEsと は ?

終末1糖化産物AGEs(Advanced Glycation End products)と は「タンパ ク質 と糖iがカロ熱 されてで きた最1終

形態の物質」のことで強い毒性 を持ち、老化 を進める原因物質 とされています。現在世界中では「世 に

も恐 ろ しい老化物質」 とも言われてお ります。

AGEsは代謝・分解 に長い時間が必要で、体内に溜 まってい く不可逆的な物質です。
AGEsは、食後血糖値 の上昇、糖質摂取過多、喫煙、過度なアル コール摂取等の様 々な生活習慣 によっ
て過剰 に産生、生体内に蓄積 され、加齢の促進、糖尿病、神経変性疾患、動脈硬化、骨粗豚症等の リス

クを高める事が近年の研究で明 らかになって来 ま した。今やアンチエイジング・予防医学の分野では、

AGEsの測定は必須 と言 って も過言ではあ りません。

AGEsは体内で複雑な反応経路によって蓄積 されていくことが分かっていますが、主に2通 りのしくみで

体内に蓄積 されていきます。

①体内で作られるAGEs

体内のたんぱ く質 と余分な糖が結びつ き、体温で熱せ られ糖化が起 きます。その後アマ ドリ化合物 (一

般的にはHbAlcや グリコアルブ ミンなどの糖化 タンパ ク)に変化 し、活性酸素や フリーラジカルなどの

酸化反応 を経てAGEsに変化 していきます。

例 えば、本来 コラーゲ ンは自 くてプルプル とした弾力性があ りますが、糖化反応 を受 けることで色が茶

色 く変色 (褐変反応 )し、固 く変化 し弾性 を失います。 これがお肌の くすみや肌焦げ、 シワやたるみの

主たる原因です。

血管の場合 も同様 に、血管が固 くな り動脈硬化 の主要因にな ります。骨のコラーゲ ンがその機能 を失 う

とカルシウム、マグネシウムや リンなどの ミネ ラルを骨 に結着できな くなるので「骨量や骨質の低下」

を招 き骨折の リスクが高ま ります。
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※昭和大学医学部 山岸昌一先生のスライドより

◆ 体内に蓄積されるAGEs
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②食べ物から体内に入るAGEs
「タンパ ク質 と糖が加熱 されてできた物質」は様 々な食べ物や飲

み物 に含 まれ、私たちは食事や間食 として取 り込んでいます。

分か りやすい例 として、ホットケーキを挙げてみます。

小麦粉 (糖)と 卵や牛乳 (タ ンパ ク質)を ミックス して加熱す る
とホ ットケーキが出来上が ります。

ホ ットケーキ表面についているこんが リキツネ色の部分 こそが

AGEsなのです。体内に取 り込 まれたAGEsの一部 は消化で分解 さ

れますが、約7%は排泄 されずに体内に留まると報告 されていま

す。 1)

【参考文献】
1)Nutrition.2016 Feb,32(2):157‐ 65、 IntJ Food Sci Nutr.20171)ec;68(8):1013‐ 20

初期糖化反応 (可逆的)

ふ  ▲

後期糖化反応 (不可逆的)
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▲ 体内でAGEsが出来 るまでの流れ ▲

AGEsの数値が実年齢 よりも高かった方は
次ベージをご覧 ください !
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◆ AGEsを 溜 めないための対策

①糖質の摂り過ぎ、高血糖の累積や血糖の乱高下に注意しましょう !

体内のAGEsは様々な要因によって上昇 し蓄積 します。
「糖質の摂 り過 ぎ、高血糖の累積や乱高下」によって体内の様々なタンパク質に糖がこびり付いて しま

うことでこの反応は始まります。朝昼晩の「食事」ではGI値 (glycemic index)の 高い食品を避け、食物

繊維の多い野菜から先に食べ、タンパク質、良質な脂質を中心 とした内容を心がけましょう。酢やレモ

ンは血糖値の上昇を抑えて くれるので積極的に取 り入れましょう。また、食後高血糖を起 こしやすい食
べもの (丼 ものや麺類)を なるべ く避けることも大事です。まず食物繊維たっぶ りの野菜などから、ゆ
っくりと良 く噛むことを意識 し、一口ごとに箸を置きましよう。そして「ごちそうさま」をしたら靴を

履いて歩きましょう !

食べる順番が大事 l
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まず生野菜

※食輩窓二運動たし壼上上i!

②活性酸素を作り出さない !抗酸化力を高く維持する !

後期反応では、糖化タンパクが活性酸素による酸化反応を中心に脱水・縮合などの複雑な反応を受け

てAGEs終末糖化産物に変化 します。イメージとしてはタンパク質に糖がベ トベ トとこび り付いて、更
に焦げ付いて錆び付いた成れの果ての物質がAGEsです。 この「酸化反能 (錆びつき)」 を防ぎ、 この
酸化反応から身を守る「抗酸化力」を常に高 く維持することが大事です。

「活性酸素」 とは、酸素よりも反応性が高 く酸化力 (毒性)が強い物質で、通常は吸った酸素の2～3%
が活性酸素に変化 します。通常これらの活性酸素は、呼吸や食事 と一緒に体内に入ってきたウイルスや

バイ菌を、その酸化力 (毒性)を もってやっつけて くれます。つまり適量の活性酸素は、殺菌作用を持
つため生きて行 く上で必要です。 しか しながら生活習慣の乱れなどによって体内で過剰に活性酸素が発

生 し、分子・細胞がダメージを受けることで老化を早め様々な生活習慣病の原因にもなり、糖化反応を

進めてしまいます。活性酸素を過剰に発生させてしまう主な要因は、喫煙、飲酒、精神的ス トレス、過

度な疲労、有害金属蓄積、紫外線、放射線、排気ガス、大気汚染、農薬、多 くの医薬品、激 しい運動、

睡眠不足、偏食・暴飲暴食、肥満、痩せすぎなどです。また、既に酸化 された食品は活性酸素を食べて

いるようなものです。最 も酸化反応を受けやすい有機物は脂質です。脂質 (Lipid)が 酸化 されると過酸

化脂質 (Lipid Peroxide)、 つまり活性酸素の一種に変化 します。古い油や揚げて時間が経った食品は極

力控えましょう

魚や肉料理などの
タンパク質

最後に玄米や雑穀米な
どの炭水化物を少し
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【食後高 ||‖糖を防 ぐために】

●最初にたっふ りの野菜から食べる

●ゆっくり食べる

● ‐llご とに必ず筈をi置 く

●炭水化物は控えめに

●野菜、きのこ、海藻をたっぶ りと

●食後に運動をする



《活性酸素を過剰に生み出す要因》

酸化 した脂質 (過酸化脂質 )、 喫煙、飲酒、精神的ス トレス、過度な疲労、有害金属蓄積、紫外線、

放射線、排気ガス、大気汚染、農薬、多 くの医薬品、激 しい運動、睡眠不足、偏食 。暴飲暴食、肥満、

痩せすぎなど

《身体の中には過剰な活性酸素を消去する様々な「抗酸化物質」》

体内で働 く抗酸化物質の中心的な役割を支えているのは抗酸化酵素です。例えばSOD、 グルタチオンペ

ルオキシダーゼ、カタラーゼなどです。そして「酵素」は「 ミネラル」によって支えられています。上

記の抗酸化酵素を支えているミネラルは、亜鉛、銅、鉄、マンガン、セレニウム、グルマニウムなどで

す。つまり、体内の ミネラルバランスが抗酸化力の柱を支えていると言っても過言ではありません。

更に、体内の抗酸化力を補 うために「外因性抗酸化物質」があります。代表的なものは、ビタミンC、

ビタミンE、 コエンザイムQ10、 アスタキサンチン、レスベラトロール、アントシアニン、 リコピン、

カテキンなどです。食生活か らこれ らの外因

性抗酸化物質 を しっか りと補 うことも大切で

す。

常 に体の抗酸化力 を最大限に高め、活性酸素

を発生 させない生活習慣が とても大切です !

ノ

ピタミンC

じタミンE

カロテン

ポリフェノール

アスタキサンチン

カテキン

イチ
=r、
レモン、キヤヘツ、じ―マン

アーモンド、:コマ、タフコ、ウチヤ

ニンラ′ン、 カポチャ.〕P負

赤ワイン、プルーヘリー、カカオ

サケ、イクラ、力二、エピ
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③ ex AGEs:食べ物から入ってくるAGEs/調理方1法に1注意しましょう !

最近では食べ物 な どから入 って くる外因性AGEs(exAGE)も 話題 に上がっています。食品中のAGEs=

糖化反応 を受 けたタンパ ク質や脂質 を食べ るとその約 7%が体 の中にとどま り、体内に蓄積 している
AGEsの約30%を 占めることが報告 されています。 タバ コや揚 げ物、加工食品などが代表的な外因性の

AGEsです。「調理方法」 と「酸化 した (古い)油」が重要なキーワー ドで、強い火力や調理時間が長
いほど食品中のAGEsは増 えて行 きます。また、酸化 した油 (過酸化脂質)は糖化反応 を促進 します。

今 日か らの調理方法は「絶対揚 げない !な

るべ く焼かない 。炒めない !」 を心がけ、

古い油や揚 げて時間が経 った食品はなるベ

く避 けましょう。更 には電子 レンジを使用

するとAGEsが増 えるので、電子 レンジ調理

や温めなお しはなるべ く控 えま しょう !

調理方法

0鶴 IPoint Ad宙 ce!調理方法の工夫で外因性AGEsを防 ぐことができます。

最近では食べ物などから入ってくる外因性AGEs(exAGE)も 話題に上がっています。食品中のAGEs=

糖化反応を受けたタンパク質や脂質を食べるとその約 7%が体の中にとどまり、体内に蓄積 している
AGEsの約30%を 占めることが報告されています。タバコや揚げ物、加工食品などが代表的な外因性の

AGEsです。「調理方法」 と「酸化 した (古い)油」が重要なキーワー ドで、強い火力や調理時間が長
いほど食品中のAGEsは増えて行きます。また、酸化 した油 (過酸化脂質)は糖化反応を促進 します。

今日からの調理方法は「絶対揚げない !な るべ く焼かない 。炒めない !」 を心がけ、古い油や揚げて時

間が経った食品はなるべ く避けましょう。更には電子レンジを使用するとAGEsが増えるので、電子 レ

ンジ調理や温めなおしはなるべ く控えましょう !

●焼 き肉を食べたいと思ったら、 しゃぶ しゃぶに変 えましょう !
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毎日のちょっとした調理方法の違いで、5年後・ 10年後に

体内に蓄積 したAGEsに大きな差がつきます !
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